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＊2017 年 8 月改訂（第二版）（新記載要領に基づく改訂等）               医療機器承認番号：15900BZZ01154000 

2007 年 9 月作成（第一版）                               

 

機械器具 74 医薬品注入器  

管理医療機器 自然落下式・ポンプ接続兼用輸液セット 70371000 

滅菌済み輸液セット 

再使用禁止  
 

【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】【禁忌・禁止】    

・再使用禁止     

    

【形状・構造等】【形状・構造等】【形状・構造等】【形状・構造等】    

（構造図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記は代表例です。各部品は接続されていない場合があります。 

・品種によっては、定量筒付、三方活栓付、Y 字管付、輸液フィル

ター付等があります。 

・品種によっては、導入針又は静脈針側が分岐しているものがあ

ります。 

・点滴筒には、一般用 20 滴≒1mL、微量用 60 滴≒1mL とがあ

ります。 

・本品はポリ塩化ビニル（可塑剤：フタル酸ジ（2-エチルヘキシル））

を使用しております。 

 

【使用目的又は効果】【使用目的又は効果】【使用目的又は効果】【使用目的又は効果】    

本品は、滅菌済みであるのでそのまま直ちに使用できる。 

 

【使用方法等】【使用方法等】【使用方法等】【使用方法等】    

1．プライミング操作 

①正立させた薬液びんのゴム栓の所定位置に、エアー針を垂直に

いっぱいの深さまで突き刺します。 

・ソフトバッグの場合は、この操作は不要です。 

②必要な場合は、薬液びんに薬液を混注します。 

③輸液セットのクランプを完全に閉じ、正立させた薬液びんの所定

位置にびん針を垂直にいっぱいの深さまで突き刺します。 

④輸液セットを接続した薬液びんをつるし、点滴筒を軽く指で押し離

すと薬液が入ります。この操作を繰り返し、エアー混入防止のた

め点滴筒の半分程度まで薬液をためます。 

・チューブ内にエアー混入が生じると薬液が正常に滴下しないこ

とがあるので注意してください。 

⑤静脈針のプロテクターをはずし、クランプをゆるめて静脈針等の

先端まで薬液を満たし、チューブ内の空気が完全に抜けた後、ク

ランプを再び完全に閉じます。 

・静脈針のないセットで、コネクター等に静脈針を接続する場合

は、コネクター等に静脈針を接続後、エアー抜きを行います。 

⑥静脈針を血管に穿刺して固定します。 

・静脈針がない場合は、すでに血管に留置してある翼状針、留

置針等にコネクター等を接続します。 

⑦クランプを徐々にゆるめ、点滴状態を注視しながら速度を調整し、

輸液を開始します。（点滴量 一般用 20 滴≒1mL、微量用 60

滴≒1mL） 

〈使用方法に関連する使用上の注意〉 

・チューブ内にエアー混入が生じると薬液が正常に滴下しないこと

があるので注意してください。 

・静脈針の針先部分にはプロテクターや固形物等を接触して損傷

しないよう注意してください。 

・静脈針付の品種はシリンジや他の輸液セットに接続できないの

で注意してください。 

・静脈針、コネクター等の接合部は、使用中接続が緩まないように、

しっかりと接続し、漏れ等が無いように注意してください。 

・接続部に薬液が付着すると、接続部に緩み等が生じる場合があ

るので注意してください。 

・点滴筒には 1mL あたりの滴下数（滴下量）が異なるものがある

ので、被包に表示する滴数を確認してから使用してください。 

・エアー針、導入針、静脈針の針部には、直接手を触れないよう注

意してください。また、使用中、使用後は誤刺に十分注意してくだ

さい。 

 

2．三方活栓の操作（三方活栓が付いている場合） 

〈使用方法に関連する使用上の注意〉 

・三方活栓にシリンジ、コネクターを接続する場合は、外れないよ

うにしっかり接続してください。また、液が流れる方向にハンドル

が操作されていることを確認してください。 

・三方活栓に混注用キャップ等を装着し、注射針を用いて混注す

る場合、針先がハンドルの回転面に接触すると回転面を損傷し

て液漏が生じる場合があるので注意してください。 

 

3．混注操作(Y 字管が付いている場合) 

〈使用方法に関連する使用上の注意〉 

・混注ゴムの場合は、穿刺針を垂直にして穿刺してください。 
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・混注ゴムを外して使用しないでください。 

 

4．輸液フィルター操作(輸液フィルターが付いている場合) 

〈使用方法に関連する使用上の注意〉 

・輸液フィルターを使用中、一時点滴を中止する時は、必ずフィル

ターより下のクランプを締めてください。 

・輸液フィルターは、患者の心臓より低い位置に必ず固定してくだ

さい。心臓より高い位置に固定した場合、フィルターより上のクラ

ンプを閉じた際、フィルターのエアーベントより空気を吸い込むこ

とがあります。 

・輸液フィルターのフィルター面が着色した場合は、フィルター詰ま

りの恐れがありますので、新しい輸液フィルター付輸液セットと交

換してください。 

・脂肪乳剤等のエマルジョン系薬剤、血液製剤等は輸液フィルタ

ーを通りません。これらの薬剤を投与する場合は、フィルター下

部の側注口(Y 字管・三方活栓等)から行ってください。(側注口が

ない場合は、薬剤は投与しないでください。) 

 

【使用上の注意】【使用上の注意】【使用上の注意】【使用上の注意】    

1.重要な基本的注意 

・脂溶性の医薬品ではポリ塩化ビニルの可塑剤であるフタル酸ジ 

(2‐エチルヘキシル)が溶出する恐れがあるので、注意すること。 

・使用中は本品の破損、接合部のゆるみ及び薬液漏れ等につい

て、定期的に確認すること。 

・脂肪乳剤及び脂肪乳剤を含む医薬品、ヒマシ油等の油性成分、

界面活性剤又はアルコール等の溶解補助剤等を含む医薬品を

投与する場合及びアルコールを含む消毒液を使用する場合は、

三方活栓及びコネクターのひび割れについて注意すること。［薬

液により三方活栓及び延長チューブ等のメスコネクターにひび割

れが生じ、血液及び薬液漏れ、空気混入等の可能性がある。特

に、全身麻酔剤、昇圧剤、抗悪性腫瘍剤及び免疫抑制剤等の投

与では、必要な投与量が確保されず患者への重篤な影響が生じ

る可能性がある。なお、ライン交換時の締め直し、過度な締め付

け及び増し締め等は、ひび割れの発生を助長する要因となる。］ 

・ひび割れが確認された場合は、直ちに新しい製品と交換すること。 

・輸液ポンプを使用する場合は、輸液ポンプの添付文書等で適合

機種、輸液ポンプの使用方法及び使用上の注意等を確認するこ

と。[装着等が不十分な場合、輸液量の精度、気泡検知の誤警報

及び閉塞検知圧に影響する。] 

・本品の滴数表示（被包に表示）と異なる輸液ポンプの滴数設定

で使用しないこと。［輸液ポンプの滴数が異なった設定で使用す

ると輸液量が異なる恐れがある。］ 

・気泡検出機能が付いていない輸液ポンプと併用する場合は、輸

液剤容器の薬液がなくなる前に輸液を中止すること。 

・閉塞検出機能が付いていない輸液ポンプと併用する場合は、注

意すること。[ラインの閉塞等により異常圧がかかり、接合部の外

れ、破損等が生じる場合がある。] 

・輸液ポンプを用いて輸液を行う場合、24 時間おきにチューブの

ポンプ装着部をずらすか新しい輸液セットと交換すること。[チュ

ーブが変形して流量が不正確になることがある。] 

・包装を開封したらすぐに使用し、使用後は感染防止に留意し安

全な方法で処分すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】    

1.保管方法 

・水ぬれに注意し、高温、多湿、直射日光のあたる場所をさけて保

管してください。 

2.有効期間 

・箱の使用期限欄を参照してください。(自己認証(当社データ)によ

り設定) 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】    

〈製造販売業者〉  三矢メディカル株式会社 

TEL 06-6707-9105 
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